
公立小松大学国際文化交流学部規程 

平成 30年４月１日 

規程第 24号 

 

（目的）  

第１条 この規則は、公立小松大学国際文化交流学部（以下、「本学部」という。）に関

する事項について定めることを目的とする。 

 （学科） 

第２条 本学部に、国際文化交流学科を置く。 

 （コース配属） 

第３条 国際文化交流学部に、次に掲げるコースを置く。 

(1) 国際観光・地域創生コース 

(2) グローバルスタディーズコース 

 （コース配属） 

第４条 学生のコース配属は、第２学年の後期終了時に行う。 

２ コースへの配属は、学生の興味や関心、希望進路や就職先を十分に踏まえ、学生の

選択により決定する。ただし、一方のコースに著しく人数が偏った場合は、本人の学

業成績等により履修指導を行い、調整を行うことができる。 

３ 各コースの受け入れ上限及びコース選択の手続き等は、別に定める。 

（教育研究上の目的） 

第５条 学科における教育研究上の目的は次のとおりとする。 

 国際文化交流学科 

人文・社会科学系の総合学部として、外国語力をベースとした国際社会に対する知識と

国際感覚を備え、強い人間力と豊かな知性・感性をもって地域社会の創生と我が国の持続

的発展に貢献できる人材を育成する。 

 （ディプロマ・ポリシー） 

第６条 学科及び各コースに係る卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

は、次のとおりとする。 

 国際文化交流学科 

卒業までに所定の単位を修得し、本学科の養成する人材像に基づき、以下の項目に

あげる学科共通の能力を修得するとともに、それぞれのコースごとに求められる能力

を獲得した者に、学位（国際文化学）を授与する。 

(1) 地域貢献のための基礎力  南加賀地域の歴史と文化を理解し、地域経済と観

光文化資源の活用に関する基礎的知識を習得している。 

(2) グローカル人材としての素養  国際社会及びわが国の政治、経済、歴史、言

語、文化等に関する豊かな知識と事象に対する洞察力を習得している。 



(3) 外国語能力  国際交流のための基礎となる外国語能力を学び、自己表現でき

る能力を習得している。 

(4) 社会への成果還元力  学習成果を生かして、観光振興、地域創生、国際交流

に求められる企画・情報収集・分析・問題解決の各レベルに関する能力を身につけ

るとともに、コミュニケーション力と情報発信力を習得している。 

国際観光・地域創生コース 

観光をめぐる国際的な展開を理解するとともに、地域経済の仕組みと企業、地方自

治体等における地域創生のための取り組みを学び、調査活動をプレゼンし、情報発信

できる能力を習得している。 

グローバルスタディーズコース 

外国語能力の基礎の上に、アジアを中心とする世界各地の政治、経済の仕組みと歴

史、言語、文化に関する知識を身につけ、国際交流のための調査・分析能力と論理的

な自己表現能力を習得している。 

 （授業科目及び単位数等） 

第７条 公立小松大学履修規程（平成 30年規程第 21号）第２条に規定する授業科目の

区分のほか、コースごとに定める必修科目（コース必修科目）及び選択必修科目に分

ける。 

２ 国際文化交流学科の授業科目、単位数等及びその他の履修に係る事項は、別表第１、

別表第２及び別表第３のとおりとする。 

３ 国際文化交流学科の履修科目の登録の上限は、各学期 24 単位とする。ただし、学

外実践科目はこの上限の対象から除外する。 

 （授業科目の公示） 

第８条 毎学期の授業科目及び担当教員は、学期の始めに公示する。 

（卒業条件） 

第９条 学生は、４年（学則第20条から第22条までの規定により入学した学生又は第33

条第１項の規定により転学部若しくは転学科した学生にあっては、それぞれ第23条又

は第33条第２項の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、別表第４に定

める卒業に必要な単位を修得しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、再入学をした者、転入学をした者、編入学をした者及び

転学部をした者については、別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は、平成 30年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 



２ 令和４年３月 31日に在籍する者については、なお従前の例による。 

 

附 則 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月 31日に在籍する者については、なお従前の例による。ただし、別

に定める細則により、改訂科目の履修を以て従前の科目を履修したものとすること

ができる。 

 



配当
年次

区分 単位数
修得すべき

単位数

1 前 必修 1

1 前 必修 1

1 後 必修 2

1 前 必修 2

1 後 必修 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

1 前 選択 2

統計学

教養としての物理

教養としての数学

現代科学技術論

別表第１（第７条関係）
共通教育科目の授業科目及び単位数等

授業科目の名称
科目
区分

導
入
科
目

一
般
科
目
（

人
間
力
）

一
般
科
目
（

社
会
力
）

一
般
科
目
（

科
学
力
）

キャリアデザイン・チーム論

アカデミック・スキルズ

基礎ゼミ

情報処理基礎

南加賀の歴史と文化

哲学

心理学

人間の発達と心

必修のすべて
８単位を修得
すること。

選択から６単
位以上を修得
すること。

選択から６単
位以上を修得
すること。

選択から４単
位以上を修得
すること。

日本の伝統芸能

人文地理学

文化人類学

医療と文化

文章表現法

言葉と文化

日本産業史

自然資源と環境問題

経済学

データ科学と社会

情報処理応用Ａ

情報処理応用Ｂ

クリティカルシンキング

政治学

社会学

公共政策論

社会福祉論

日本国憲法



配当
年次

区分 単位数
修得すべき

単位数

1 前 選択 2

1 前・後 選択 1

1 前 選択 1

1 前・後 選択 1

1 後 選択 1

1 前・後 選択 1

1 前 必修 2

1 前 必修 2

1 後 必修 2

1 後 必修 2

1 後 必修 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

1 前 選択 2

1 後 選択 2

そ
の
他
外
国
語
科
目

英
語
科
目

一
般
科
目

（

健
康
と
体
力
）

健康と体の科学

スポーツ演習（バレーボール）

スポーツ演習（硬式テニス）

スポーツ演習（フットサル）

スポーツ演習（卓球）

スポーツ演習（バドミントン）

実用英語Ｂ

科目
区分

授業科目の名称

スペイン語Ⅱ

選択から１単
位以上を修得
すること。

必修のすべて
を含む１０単
位以上を修得
すること。

－

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

注：本表の修得すべき単位数に記載された単位のほかに、２単位以上を習得すること。

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

英語Ⅰa

英語Ⅰb

英語Ⅱa

英語Ⅱb

英語Ⅲ

実用英語Ａ



配当
年次

区分 単位数
修得すべき

単位数

1前 必修 2

1後 選択必修 2

2 前 選択必修 2

2 前 選択必修 2

2 前 選択必修 2

2 前 選択必修 2

2 前 選択必修 2

2 前 必修 2

科目
区分

専
門
基
礎
科
目

別表第２（第７条関係）
専門基礎科目の授業科目及び単位数等

授業科目の名称

国際地域研究入門

世界遺産を学ぶ

地域政策概論

グローバルヒストリー

アジア社会論

日本文化論

言語学概論

異文化コミュニケーション論

必修のすべて
４単位及び選
択必修科目10
単位以上を修
得すること。



配当年次
国際観光・地

域創生
コース区分

グローバルス
タディーズ

コース
区分

単位数

2前 必修 必修 2

2前 選択必修 選択必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

2前 必修 必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

3後 選択必修 選択必修 2

3後 選択必修 選択必修 2

1前 必修 必修 2

1前 必修 必修 2

1後 必修 必修 2

1後 必修 必修 2

2前 選択必修 選択必修 2

2前 選択必修 選択必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

2後 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

3後 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

3前 選択必修 選択必修 2

3後 選択必修 選択必修 2

2後 コース必修 選択 2

2後 コース必修 選択 2

2後 コース必修 選択 2

2後 コース必修 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

2後 コース必修 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

専
門
外
国
語
科
目

Tourism English Ⅱ

English presentation A

English presentation B

英
語
科
目

授業科目の名称

中国語Ⅰa

中国語Ⅰb

中国語Ⅱa

中国語Ⅱb

中
国
語
科
目

中国語表現法

中国語会話

ビジネス中国語

観光の新たな展開

観光産業概論

地域イノベーション論

観光社会学

地域資源と観光

中国語Ⅳb

中国語理解Ⅰ

中国語理解Ⅱ

中国語Ⅲb

中国語Ⅳa

中国語Ⅲa

観
光
・
地
域
創
生
系
科
目
群

地域ビジネス創造論

社会調査法

観光文化論

多文化共生社会論

地域文化政策論

地域観光ビジネス論

ユニバーサルツーリズム論

環境と観光

インバウンド観光論

ホスピタリティ論

観光マーケティング論

別表第３（第７条関係）
専門科目の授業科目及び単位数等

科目区分

English comprehension Ⅰa

English comprehension Ⅰb

English comprehension Ⅱ

English comprehension Ⅲ

English expression Ⅰ

English expression Ⅱa

English expression Ⅱb

English expression Ⅲ

Tourism English Ⅰ



配当年次
国際観光・
地域創生

コース区分

グローバルス
タディーズ

コース
区分

単位数

2後 選択 コース必修 2

2後 選択 コース必修 2

2後 選択 選択 2

2後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

2後 選択 選択 2

2後 選択 コース必修 2

2後 選択 コース必修 2

2後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3後 選択 選択 2

3前 選択 選択 2

2後 選択 選択 2

3前 3後 選択 選択 2

3後 4前 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 4

2後 3前 選択 選択 4

3通 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 2

2後 3前 選択 選択 2

3前 必修 必修 2

3後 必修 必修 2

4通 必修 必修 8

国際開発論

国際コミュニティ論

政
治
経
済
系
科
目
群

国際政治論

国際貿易論

中国語圏社会文化論

アジア現代史概論

東南アジア地域社会論

科目区分 授業科目の名称

宗教社会論

メディア社会論

日本社会論

新興国経済論

グローカル論

現代日本論

イスラーム社会論

中東政治論

資源エネルギー・環境論

中国語研究Ｂ

社会言語学

日本語の歴史

英語研究Ｂ

中国語研究Ａ

言
語
文
化
系
科
目
群

英語圏表象文化論

英語圏言語文化論

中国言語文化論

英語研究Ａ

地域実習

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

海外修得科目(社会・文化系)Ａ

学外PBL研修

異文化体験実習

日本古典読解

異文化間心理学

語用論

日英対照言語表現論

比較文学論

海外修得科目(社会・文化系)Ｂ

演習Ａ

修得すべき単位数

(1)　国際観光・地域創生コース

専門外国語科目の必修のすべて12単位と選択必修から16単位以上、観光・地域創生系科目群のコース必修科目のすべ

て10単位と選択から14単位以上、政治経済系科目群及び言語文化系科目群の選択から８単位以上、学外実践科目の選

択から４単位以上、演習科目から必修科目のすべて12単位を修得すること。

(2)　 グローバルスタディーズコース

専門外国語科目の必修のすべて12単位と選択必修から16単位以上、政治経済系科目群及び言語文化系科目群のコース

必修科目のすべて８単位と選択から16単位以上、観光・地域創生系科目群の選択から８単位以上、学外実践科目の選

択から４単位以上、演習科目から必修科目のすべて12単位を修得すること。

学
外
実
践
科
目 海外修得科目(言語系)Ａ

海外修得科目(言語系)Ｂ

演
習
科
目

演習Ｂ

卒業研究

海外語学研修



127単位
以上

国際文化
交流学科

学科 単位修得に関する要件

別表第１に定める共通教育科目37単位以上、別表第２に定める専門基礎科目14単位以

上、別表第３に定める専門科目76単位以上を含む、合計127単位以上を修得しなければ

ならない。

ただし、共通教育科目については、別表第１の必修科目の単位すべてを修得しなければ

ならない。専門基礎科目については、別表第２の必修科目の単位すべてと、選択必修科

目から10単位以上修得しなければならない。

また、国際観光・地域創生コースでは、別表第３の国際観光・地域創生系科目群の国際

観光・地域創生コース必修科目のすべてを修得しなければならない。グローバルスタ

ディーズコースでは、別表第３の政治経済系科目群及び言語文化系科目群のグローバル

スタディーズコース必修科目のすべてを修得しなければならない。

別表第４（第９条関係）
卒業に必要な要件


